
九

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵 

　『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

︱ 

国
書
刊
行
会
原
稿
を
中
心
に 

︱

中　

尾　

健
一
郎

　

塙
保
己
一
︵
一
七
四
一
～
一
八
二
一
︶
が
享
和
三
年
︵
一
八
一
三
︶
に
﹃
続
群
書
類
従
目

録
﹄
を
作
っ
て
か
ら
目
録
所
載
の
書
物
が
す
べ
て
印
刷
さ
れ
る
昭
和
四
七
年
︵
一
九
七
二
︶

ま
で
に
︑
百
七
十
年
も
の
歳
月
を
要
し
た
︒
そ
の
歩
み
は
既
に
先
学
の
明
ら
か
に
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り

1
︑
筆
者
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
万
里
集
九
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
に
つ
い
て
言
え

ば
︑明
治
三
一
年
︵
一
九
一
二
︶
に
経
済
雑
誌
社
か
ら
初
版
が
︑昭
和
三
四
年
︵
一
九
一
九
︶

に
続
群
書
類
従
完
成
会
か
ら
訂
正
三
版
が
刊
行
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
続
群
書
類
従
完
成
会
編
﹃
続
群
書
類
従
﹄
に
収
め
る
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄︵
活

字
本
︑
以
下
︑﹁
続
類
従
本
﹂
と
略
記
︶
は
︑
玉
村
竹
二
氏
が
﹁
万
里
集
九
集
解
題
﹂︵﹃
一

山
文
学
新
集
﹄
第
一
冊
︑
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
七
二
年
︒
以
下
︑﹁
解
題
﹂
と
略
記
︶

に
説
い
た
よ
う
に
︑
底
本
の
変
更
が
行
わ
れ
て
お
り
︑
変
更
後
の
底
本
も
特
定
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
︒
明
治
時
代
に
は
数
種
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
が
書
写
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
の

中
の
一
つ
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
一
巻
三
冊
が
あ
る
︒
筆
者
は
︑

こ
れ
が
続
類
従
本
の
底
本
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
︑
近
年
調
査
を
行
っ
た
︒
結

論
か
ら
言
え
ば
︑
こ
の
本
は
国
書
刊
行
会
が
出
版
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
原
稿
で
あ
り
︑
且

つ
﹃
続
群
書
類
従
﹄
の
底
本
と
し
て
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
写
本
で
あ
る
︒
ま
た
︑﹁
解
題
﹂

に
ふ
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
︑
そ
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
︑
活
字
本
の
﹃
続
群
書
類
従
﹄

の
シ
リ
ー
ズ
に
加
え
ら
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
貴
重
な
も
の
で
あ
る
︒

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
︑
こ
の
一
巻
三
冊
本
の
内
容
と
構
成
︑
こ
の
本
の
系
統
と
特
徴
︑
そ
の

成
立
の
背
景
を
︑
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
︒
な
お
早
稲
田
大
学
図

書
館
に
は
︑
も
う
一
部
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
三
巻
三
冊
の
写
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
こ

れ
に
つ
い
て
も
併
せ
て
取
り
上
げ
る
︒﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
所
収
作
品
に
つ
い
て
は
︑
特
に
断

ら
な
い
場
合
は
︑
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄︵
平
戸
藩
松
浦
家
旧
蔵
︑
以

下
︑﹁
東
大
本
﹂
と
略
記
︶
を
底
本
と
し
︑
基
本
的
に
通
行
の
字
体
を
使
用
す
る
︒
ま
た
作

品
題
目
に
は
︑
巻
数
と
市
木
武
雄
﹃
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
﹄

2
の
作
品
番
号
を
附
す
︒

一
　
早
稲
田
大
学
所
蔵
『
梅
花
無
尽
蔵
』
二
種
の
書
誌

　

早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
二
種
類
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
一
つ
は
旧

蔵
者
不
明
の
一
巻
三
冊
本
︵
以
下
︑﹁
早
大
本
﹂
と
称
す
る
︶︑
も
う
一
つ
は
黒
川
真
頼
・
真

道
旧
蔵
の
七
巻
三
冊
本
︵
以
下
︑﹁
黒
川
本
﹂
と
称
す
る
︶
で
あ
る
︒
前
者
は
﹁
国
書
刊
行

会
原
稿
﹂
と
さ
れ
て
い
る
︒
後
者
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
と
同
内
容
の
抄
録

本
で
あ
り
︑
各
巻
の
全
作
品
が
連
続
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒
次
に
早
大
本

と
黒
川
本
の
書
誌
を
挙
げ
よ
う
︒

　
　
　
早
大
本

　
　

書
目
番
号
：
ヘ　

一
一　

一
一
四
七　

一
～
三

　
　
︻
数
量
︼
一
巻
三
冊

　
　
︻
書
型
︼
半
紙
本　

縦
二
三
・
四
糎
︑
横
一
一
・
一
糎

　
　
︻
体
裁
︼
毎
半
葉
一
一
行
︑
行
二
一
字

　
　
︻
表
紙
︼
薄
茶
色
︑
紋
様
：
横
刷
毛
目

　
　
︻
外
題
︼
左
肩
に
題
僉
打
付
︑
墨
色
﹁
梅
花
無
尽
蔵　

一
二
﹂

　
　
︻
内
題
︼﹁
梅
花
無
尽
蔵
第
一
﹂

　
　
︻
著
者
︼
周マ

マ
九
︵
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
図
書
カ
ー
ド
に
よ
る
︶

　
　
︻
印
記
︼
第
一
冊
・
第
二
冊
・
第
三
冊
の
各
巻
頭
に
﹁
早
稲
田
大
学
図
書
﹂
の
朱
方
印
︑

﹁
明
治
卅
九
年
十
月
一
日
購
求
﹂
の
朱
丸
印

　
　
︻
備
考
①
︼
第
一
冊
は
巻
一
・
巻
二
︑
第
二
冊
は
巻
三
上
・
下
︑
第
三
冊
は
巻
四
・
巻

一
・
巻
一
︒
第
二
冊
中
表
紙
に
﹁
松
井
写
／
百
十
二
枚
﹂︑
第
三
冊
第
一
一

丁
表
に
︑﹁
中
止
ノ
命
ニ
接
し
完
了
セ
ス　

松
井
写
／
弐
十
一
枚
／
梅
花
無

尽
蔵　

一
﹂
の
墨
書
に
よ
る
記
述
あ
り
︒
巻
一
所
収
作
品
に
つ
い
て
は
︑﹁
長

庚
之
通
記
室
扣
余
寂
～
﹂︵
巻
一
・
15
︶
の
﹁
室
為
僧
中
之
烏
鉢
曇
花
﹂
以

下
を
欠
く
︒
第
三
冊
第
一
一
丁
表
の
﹁
答
大
昌
天
隠
和
尚
詩
序
﹂︵
巻
一
・
1
︶

よ
り
第
七
一
丁
表
﹁
静
勝
軒
銘
詩
並
序
﹂︵
巻
一
・
28
︶
の
末
尾
に
至
る
ま
で
︑

﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
巻
一
所
収
の
二
八
篇
の
文
を
収
録
︒
松
井
氏
の
名
は
未
詳
︒

　
　
︻
備
考
②
︼
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
図
書
カ
ー
ド
に
︑﹁
国
書
刊
行
会
原
稿
﹂
の
記
述
あ

（412）

熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
︑

第
一
一
号
︑
四
一
一
│
四
一
二
︑二
一
一
七
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り
︒﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
﹄︵
早
稲
田
大
学
図
書
館
︑
一
九
九
一
年
︑

二
一
頁
・
二
四
四
頁
︶
に
よ
れ
ば
︑
明
治
四
一
年
︵
一
九
一
八
︶
に
︑
国
書

刊
行
会
よ
り
﹃
国
書
刊
行
会
叢
書
﹄
の
草
稿
本
・
校
正
本
が
寄
贈
さ
れ
て
い

る
が
︑
早
大
本
は
こ
れ
に
先
ん
じ
て
明
治
三
九
年
︵
一
九
一
一
︶
に
購
入
さ

れ
て
い
る
︒

　
　
　
黒
川
本

　
　

書
目
番
号
：
ヘ　

一
一　

三
三
三
三　

一
～
三

　
　
︻
数
量
︼
七
巻
三
冊

　
　
︻
書
型
︼
大
本　

縦
二
一
・
一
糎
︑
横
一
八
・
一
糎

　
　
︻
体
裁
︼
毎
半
葉
一
三
行
︑
行
二
一
字

　
　
︻
表
紙
︼
丹
色
︑
紋
様
：
無
地
︒

　
　
︻
外
題
︼
左
肩
に
題
僉
打
付
︑
墨
色
﹁
梅
花
無
尽
蔵　

上
﹂︑
右
上
に
﹁
万
里
和
尚
﹂
と

朱
書

　
　
︻
内
題
︼﹁
梅
花
無
尽
蔵
第
一
﹂

　
　
︻
著
者
︼
集
九
︵
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
図
書
カ
ー
ド
に
よ
る
︶

　
　
︻
印
記
︼
各
冊
の
表
紙
に
︑﹁
詩
文
﹂
の
朱
円
印
︒
巻
頭
に
﹁
黒
川
真
頼
蔵
書
﹂﹁
黒
川

真
道
蔵
書
﹂﹁
福
田
文
庫
﹂
の
朱
方
印
︒﹁
黒
川
真
頼
﹂﹁
待
賈
堂
﹂
の
朱
円
印
︒

﹁
早
稲
田
大
学
図
書
﹂
の
朱
方
印
︒
下
冊
の
巻
末
に
﹁
福
田
文
庫
﹂
の
朱
方
印
︒

少
し
凝
っ
た
枠
で
﹁
江
戸
四
日
市
／
古
今
珍
書
僧
／
達
磨
屋
一
一
﹂
の
朱
印
︒

国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑﹁
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂

3
の
﹁
待

賈
堂
﹂
の
項
に
よ
れ
ば
︑﹁
待
賈
堂
﹂﹁
珍
書
僧
﹂﹁
達
磨
屋
﹂
は
︑
幕
末
の

書
賈
岩
本
一
一
の
堂
号
︒

　
　
︻
奥
書
︼﹁
文
久
三
年
癸
亥
四
月
卄
日
収
得
之　

福
田
松
蔭
﹂

　
　
︻
備
考
︼
上
冊
は
巻
一
・
巻
二
︑
中
冊
は
巻
三
上
・
下
︑
下
冊
は
巻
四
・
巻
一
・
巻
一
・

巻
七
に
相
当
︒
抄
出
す
る
作
品
の
内
容
は
︑
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
﹃
梅
花
無
尽

蔵
﹄
と
同
じ
で
あ
る
︒
た
だ
し
下
冊
全
四
三
丁
の
う
ち
︑
第
四
一
丁
と
第

四
一
丁
が
乱
丁
︒
こ
の
二
丁
の
順
序
が
前
後
し
て
い
る
︒
奥
書
の
文
久
三
年

は
一
八
一
三
年
︒
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
図
書
カ
ー
ド
に
︑﹁
黒
川
家
旧
蔵
﹂

﹁
昭
和
41
・
2
・
12
購
寄
﹂
の
記
録
あ
り
︒

　

論
述
上
の
都
合
に
よ
り
︑
早
大
本
の
特
徴
等
に
つ
い
て
は
次
節
に
述
べ
る
こ
と
に
し
て
︑

本
節
で
は
黒
川
本
の
由
来
と
︑
こ
の
本
と
他
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
抄
録
本
の
関
係
に
つ
い
て

ふ
れ
た
い
︒
旧
蔵
者
の
黒
川
真
頼
︵
一
八
二
九
～
一
九
一
一
︶
は
︑
塙
保
己
一
の
門
人
黒
川

春
村
の
養
子
で
あ
り
︑﹃
古
事
類
苑
﹄
の
編
纂
者
︒
真
道
︵
一
八
一
一
～
一
九
二
一
︶
は
そ

の
子
で
あ
る
︒
印
記
を
時
系
列
で
見
れ
ば
︑
岩
本
一
一
︑
福
田
松
蔭
︑
黒
川
真
頼
・
真
道
父

子
の
順
に
所
蔵
者
が
替
わ
り
︑
昭
和
四
一
年
︵
一
九
一
一
︶
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
購
入

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ち
な
み
に
﹁
解
題
﹂
に
よ
れ
ば
︑
福
田
松
蔭
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵

﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
二
冊
本
を
明
治
二
四
年
︵
一
八
九
一
︶
以
降
に
所
有
し
た
旧
蔵
者
で
あ
り
︑

印
記
の
﹁
福
田
文
庫
﹂
は
︑
こ
の
人
の
印
で
あ
る
︵﹁
解
題
﹂
一
一
八
一
頁
︶︒
な
お
︑
達
磨

屋
岩
本
一
一
︵
一
八
一
七
～
一
八
一
八
︶
が
江
戸
の
書
籍
商
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
︑

達
磨
屋
は
福
田
松
蔭
に
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
を
売
り
︑
そ
の
後
︑
黒
川
真
頼
が
こ
れ
を
入
手
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
真
頼
か
ら
受
け
継
が
れ
た
真
道
の
蔵
書
は
︑
真
道
の
子
真
前
の
代
に

一
部
が
筒
井
久
太
郎
の
所
有
と
な
り
︑
そ
れ
が
や
が
て
実
践
女
子
大
学
に
収
蔵
さ
れ
た
︒
そ

の
餘
は
戦
後
に
古
書
肆
一
誠
堂
に
一
括
購
入
さ
れ
た
後
︑
明
治
大
学
︑
國
學
院
大
学
︑
日
本

大
学
︑
東
京
大
学
な
ど
の
所
有
と
な
っ
た

4
︒
黒
川
本
に
つ
い
て
は
︑
柴
田
光
彦
氏
の
労
作

﹃
黒
川
文
庫
目
録　

本
文
編
﹄﹁
書
籍
目
録
廿
一　

詩
文
﹂
の
部
に
﹁
梅
花
無
尽
蔵
︿
万
里
和

尚
﹀﹇
写
﹈﹂︵
三
冊
︶
と
あ
り

5

︑一
誠
堂
が
一
括
購
入
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
︒
そ
れ
を
昭
和
四
一
年
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
購
入
し
た
と
見
ら
れ
る
︒

　

黒
川
本
が
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
七
巻
の
抄
録
本
で
あ
る
こ
と
は
前
に
ふ
れ
た
が
︑
筆
者
が
現

在
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
︑
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
︵
明
治
政
府
宮
内
省
へ
の
献
納
書
︶
と

国
会
図
書
館
鶚
軒
文
庫
蔵
一
冊
本
︵
こ
の
二
種
は
﹁
解
題
﹂
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
︶︑

お
よ
び
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
﹃
続
群
書
類
従
﹄
写
本
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄︵
明
治

政
府
教
部
省
へ
の
献
納
書
︶︑
静
嘉
堂
文
庫
蔵
﹃
続
群
書
類
従
﹄
写
本
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄︵
明

治
政
府
内
務
省
へ
の
献
納
書
の
稿
本
︶

6
は
︑
黒
川
本
と
同
じ
内
容
で
あ
る
︒
ま
た
宮
内
庁

本
と
内
閣
文
庫
本
お
よ
び
静
嘉
堂
文
庫
本
が
毎
半
葉
一
一
行
︑
行
二
一
字
の
体
裁
を
採
り
︑

鶚
軒
文
庫
一
冊
本
が
毎
半
葉
一
三
行
︑
行
一
八
字
の
体
裁
を
採
る
の
に
対
し
て
︑
黒
川
本
は

毎
半
葉
一
三
行
︑
行
二
一
字
の
体
裁
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
見
て
黒
川
本
は
︑
収
録

作
品
は
宮
内
庁
本
・
内
閣
文
庫
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
と
い
っ
た
﹃
続
群
書
類
従
﹄
の
抄
録
本

︵
中
書
本
︶︑
お
よ
び
鶚
軒
文
庫
一
冊
本
と
同
一
で
あ
る
が
︑
体
裁
上
︑
こ
れ
ら
と
直
接
の
関

係
は
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
︒
黒
川
本
は
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
七
巻
の
全
体
か
ら
抜
き
書
き
し

た
抄
録
本
で
あ
り
︑
こ
れ
と
同
内
容
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
抄
本
は
お
そ
ら
く
他
に
も
存
在
す
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一
一

早稲田大学図書館蔵『梅花無尽蔵』について―国書刊行会原稿を中心に

る
と
見
ら
れ
る
が
︑
そ
の
親
本
的
地
位
を
占
め
る
の
が
何
で
あ
る
か
は
未
詳
で
あ
る
︒
た
だ

一
行
あ
た
り
の
字
数
を
同
じ
く
す
る
黒
川
本
と
﹃
続
群
書
類
従
﹄
系
の
抄
録
本
は
︑
行
数
こ

そ
異
な
る
も
の
の
︑
近
い
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
︒
考
を
待
つ
︒

二
　
早
大
本
と
榊
原
芳
野
旧
蔵
本
・
鶚
軒
文
庫
旧
蔵
本
の
関
係
に
つ
い
て

　

早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
︑
黒
川
本
よ
り
も
新
し
い
一
巻
三
冊
の
写
本
が
収
蔵
さ
れ
て
お

り
︑
前
節
の
書
誌
に
記
し
た
よ
う
に
﹁
国
書
刊
行
会
原
稿
﹂
と
さ
れ
て
い
る
︒
本
稿
冒
頭
に

述
べ
た
よ
う
に
︑
こ
れ
を
﹁
早
大
本
﹂
と
称
す
る
こ
と
に
し
て
︑
本
節
で
は
以
下
︑
こ
の
写

本
の
有
す
る
特
徴
と
系
統
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
︒

　

早
大
本
に
お
い
て
は
通
行
す
る
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
全
七
巻
の
う
ち
︑
第
一
巻
か
ら
第
四
巻

ま
で
は
す
べ
て
の
作
品
を
収
め
て
い
る
が
︑
第
一
巻
と
第
一
巻
に
つ
い
て
は
作
品
の
収
録
が

不
完
全
で
あ
り
︑
第
七
巻
の
作
品
は
全
く
含
ま
な
い
︒﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の
系
統
を
調
査
す

る
際
に
は
︑﹁
解
題
﹂
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
巻
七
所
収
の
﹁
囲
碁
軸
賛
詩
序
﹂

︵
巻
七
・
9
︶
の
﹁
須
臾
風
雨
﹂
に
続
く
部
分
が
脱
落
し
て
い
る
も
の
を
続
群
書
類
従
活
字
本

︵﹁
続
類
従
本
﹂︶︑
脱
落
せ
ず
に
﹁
前
住
禅
興
竺
帝
和
尚
祭
文
﹂︵
巻
七
・
43
︶
で
終
わ
っ
て

い
る
も
の
を
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
七
巻
八
冊
本

7
の
系
統
と
見
な
し
て
い
る
︒
そ
の
他
︑

筆
者
が
前
稿
﹁
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
﹃
梅
花
無
尽
蔵
抜
書
﹄
に
つ
い
て
﹂︵﹃
熊
本
大
学
教

育
学
部
紀
要
﹄
第
一
一
号
︑
二
一
一
一
年
︶
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵

﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
七
巻
一
冊
︵
以
下
︑﹁
蓬
左
本
﹂
と
略
記
︶
が
あ
る
︒
こ
れ
は
続
類
従
本
に

近
い
内
容
だ
が
︑
巻
次
等
の
系
統
を
異
に
し
︑
尾
張
徳
川
家
が
所
有
し
た
江
戸
中
期
の
写
本

で
あ
っ
て
由
来
も
古
い
︒

　

早
大
本
が
い
か
な
る
親
本
に
基
づ
い
て
筆
写
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
︑
諸
々
の
特
徴

か
ら
見
て
︑
系
統
で
言
え
ば
巻
七
所
収
の
全
作
品
を
収
め
る
東
大
本
と
同
類
で
あ
り
︑
同
じ

く
巻
七
に
作
品
の
脱
落
が
見
ら
れ
な
い
土
井
鶚
軒
旧
蔵
七
巻
七
冊
本
︵
国
立
国
会
図
書
館
鶚

軒
文
庫
蔵
︑
以
下
︑﹁
鶚
軒
本
﹂
と
略
記
︶
と
榊
原
芳
野
旧
蔵
七
巻
四
冊
本

8
︵
国
立
国
会

図
書
館
蔵
︑
以
下
︑﹁
榊
原
本
﹂
と
略
記
︶
の
二
種
の
う
ち
︑
榊
原
本
に
も
っ
と
も
近
い
と

考
え
ら
れ
る
︒
参
考
ま
で
に
︑﹁
解
題
﹂
か
ら
榊
原
本
の
書
誌
を
一
部
引
用
し
よ
う
︒

卷
一
・
卷
二
を
第
一
册
に
︑
卷
三
上
下
を
第
二
册
に
︑
卷
四
・
一
を
第
三
册
に
︑
卷
一
・

七
を
第
四
册
に
收
め
て
い
る
︒︵
中
略
︶
本
文
は
第
一
册
の
み
は
每
半
葉
八
行
︑
行

十
一
字
で
︑
七
言
絕
句
詩
は
︑
句
の
間
を
一
字
あ
け
て
二
句
づ
つ
一
行
に
︑
四
句
合

せ
て
二
行
に
整
へ
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
︒
朱
點
・
朱
印
な
く
︑
返
點
・
送
假
名
が
あ
る
︒

第
二
册
は
每
半
葉
八
行
︑
行
十
七
字
で
︑
こ
の
册
も
七
言
絕
句
を
收
め
て
は
あ
る
が
︑

記
録
法
は
第
一
册
と
異
り
︑
延
べ
書
に
二
行
に
亙
つ
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
︒
朱
引
あ
り
︑

返
點
・
送
假
名
が
あ
る
︒
第
三
册
は
每
半
葉
八
行
︑
行
十
七
字
︑
朱
引
あ
り
︑
返
點
・

送
假
名
が
あ
る
︒
第
四
册
は
︑
每
半
葉
八
行
︑
行
十
七
字
で
︑
朱
引
あ
り
︑
返
點
・

送
假
名
は
な
い
︒
料
紙
は
薄
い
雁
皮
紙
で
あ
り
︑
註
記
は
夾
註
に
な
つ
て
ゐ
る
︒
各

册
共
に
卷
頭
に
﹁
東
京
圖
書
館
藏
﹂﹁
故
榊
原
芳
埜
納
本
﹂﹁
莞
齋
藏
﹂﹁
靜
勝
文
庫
﹂

﹁
榊
原
家
藏
﹂
の
朱
印
が
捺
押
さ
れ
て
ゐ
る
︒
依
つ
て
こ
の
本
は
幕
末
か
ら
明
治
初
年

に
か
け
て
活
躍
し
た
國
學
者
に
し
て
藏
書
家
で
且
つ
考
證
家
で
あ
つ
た
榊
原
芳
野
の

舊
藏
本
で
︑
明
治
十
四
年
︑
芳
野
の
卒
去
後
に
︑
國
會
圖
書
館
の
前
身
た
る
東
京
圖

書
館
に
寄
贈
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
本
に
も
勿
論
卷
七
の
後
半
が
完
備
し
て

居
り
︑
善
本
で
あ
る
が
︑
書
寫
年
代
は
史
料
編
纂
所
本
よ
り
も
新
し
い
︒
原
寸
︑
縱

二
一
・
九
糎
︑
橫
一
八
・
八
糎
︒

　

筆
者
は
先
に
早
大
本
は
榊
原
本
に
も
っ
と
も
近
い
と
述
べ
た
が
︑
こ
の
見
解
は
次
の
四
点

を
総
合
し
て
考
察
し
︑
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

□一　

早
大
本
に
は
︑
第
一
冊
所
収
﹁
画
軸
二
首
﹂︵
巻
二
・
121
︑
巻
二
・
122
︶
の
上
段
に

﹁
有
脱
簡
許
多
﹂
と
注
記
が
あ
り
︑
実
際
に
﹁
画
軸
二
首
﹂
の
詩
本
文
と
︑
続
く
﹁
文

琳
氏
赤
井
～
﹂︵
巻
二
・

123
︶
お
よ
び
﹁
送
起
雲
丈
人
並
叙
﹂︵
巻
二
・

124
︶
の
詩
題

と
詩
序
冒
頭
の
二
八
字
が
脱
落
し
て
﹁
色
文
明
乙
巳
之
冬
﹂
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
︒

一
方
︑
榊
原
本
の
﹁
画
軸
二
首
﹂
の
上
段
に
も
﹁
有
脱
簡
許
多
﹂
の
注
記
が
あ
り
︑

早
大
本
と
同
じ
箇
所
が
脱
落
し
て
い
る
︒﹁
解
題
﹂
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
榊
原
本
の
巻

二
の
体
裁
で
あ
れ
ば
︑
一
丁
分
が
失
わ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
︒
な
お
鶚
軒
本
に
つ

い
て
は
巻
二
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
比
較
で
き
な
い
︒
東
大
本
に
は
脱
落
な
し
︒

□二　

早
大
本
第
三
冊
所
収
﹁
読
円
悟
禅
師
梅
花
詩
﹂︵
巻
四
・
52
︶
の
詩
題
と
本
文
の
間

に
︑﹁
大
安
蔵
春
翁
～
﹂︵
巻
四
・
55
︶
の
本
文
か
ら
﹁
遊
江
戸
城
菅
丞
相
祠
堂
﹂︵
巻

四
・
64
︶
に
至
る
ま
で
の
十
篇
︑
榊
原
本
の
体
裁
で
二
丁
分
の
作
品
が
竄
入
し
て
い
る
︒

こ
れ
は
榊
原
本
と
鶚
軒
本
︑
お
よ
び
東
大
本
に
も
共
通
す
る
乱
丁
で
あ
る
︒

□三　

鶚
軒
本
に
は
特
有
の
乱
丁
が
あ
る
︒﹁
便
面
﹂︵
巻
三
下
・
135
︶
と
﹁
画
軸
﹂︵
巻
三
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下
・

136
︑
詩
題
は
脱
落
︶
の
本
文
の
間
に
︑﹁
琦
公
少
年
和
﹂︵
巻
三
下
・

140
︶
の
本

文
か
ら
﹁
次
韻
釣
雪
舟
鴻
門
灯
籠
之
偈
～
﹂︵
巻
三
下
・

148
︶
の
詩
題
ま
で
の
二
丁
分

が
竄
入
し
て
い
る
︒
榊
原
本
は
﹁
画
軸
﹂
の
詩
題
が
脱
落
し
て
い
る
が
︑
こ
の
部
分

に
乱
丁
は
見
ら
れ
な
い
︒
早
大
本
は
﹁
画
軸
﹂
の
詩
題
を
備
え
︑
や
は
り
榊
原
本
と

同
様
に
こ
の
部
分
に
乱
丁
は
見
ら
れ
な
い
︒
東
大
本
も
早
大
本
と
同
様
︒

□四　

鶚
軒
本
で
は
﹁
猫
児
双
蝶
図
﹂︵
巻
三
上
・
187
︶
が
脱
落
し
て
お
り
︑
後
人
に
よ
っ

て
﹁
便
面
﹂︵
巻
三
上
・
189
︶
の
後
に
補
筆
さ
れ
て
い
る
︒
早
大
本
と
榊
原
本
︑
お
よ

び
東
大
本
に
お
い
て
は
︑
こ
の
詩
の
脱
落
・
補
筆
は
見
ら
れ
な
い
︒

　

以
上
が
︑
早
大
本
が
榊
原
本
に
近
い
と
考
え
る
理
由
で
あ
る
︒
要
す
る
に
詩
文
の
脱
落
・

乱
丁
の
箇
所
を
調
べ
れ
ば
︑
早
大
本
・
榊
原
本
・
鶚
軒
本
に
そ
れ
ぞ
れ
散
見
し
︑
早
大
本
と

榊
原
本
に
一
致
す
る
点
が
も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

　

次
に
本
文
異
同
の
方
面
に
お
い
て
︑
早
大
本
・
榊
原
本
・
鶚
軒
本
が
一
群
を
成
す
こ
と
を

裏
付
け
て
お
こ
う
︒
そ
の
顕
著
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
︑
左
記
の
よ
う
で
あ
る
が
︑
参
考
ま
で

に
東
大
本
と
蓬
左
本
の
例
も
併
記
し
︑
異
同
の
あ
る
文
字
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
記
す
る
︒
な

お
今
回
︑
続
類
従
本
の
例
を
挙
げ
な
い
の
は
︑
同
書
は
蓬
左
本
に
近
い
系
統
で
あ
り
︑
基
本

的
に
大
部
分
が
こ
れ
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
︒

　

①
﹁
二
日
透
過
梭
師
之
梯
登
三
国
之
嶽
遂
作
二
詩
﹂
其
一
︵
巻
三
上
・
11
︶
第
二
句

　
　
　

東
大
本　
　
﹁
石
捧
剣
鋩
穿
脚
頭
﹂

　
　
　

鶚
軒
本　
　
﹁
石
棒捧

剣
鋩
乎
　
釯
イ

穿
脚
頭
﹂

　
　
　

榊
原
本　
　
﹁
石
捧
剣

本
ノ
マ
ヽ

穿
脚
頭
﹂

　
　
　

早
大
本　
　
﹁
石
捧
剣

本
ノ
マ
ヽ

穿
脚
頭
﹂

　
　
　

蓬
左
本　
　
﹁
石
捧
剣
鋩
穿
脚
頭
﹂

　

②
﹁
十
九
日
同
行
～
﹂︵
巻
三
上
・
54
︶
詩
題

　
　
　

東
大
本　
　
﹁
十
九
日
同
行
愚
菴

堅
首
座
赴
長
安
︒
余
因
風
雷
欲
留
滞
︒

故
投
三
書
於
祗
梅
和
尚
并
尾
州
守
対
馬
守
倩
湖
子
為
使
星
云
﹂

　
　
　

鶚
軒
本　
　
﹁
十
九
日
同
行
愚
菴

堅
首
座
赴
長
安
︒
余
因
風
雷
欲
留
滞
︒

故
投
三
書
於
祗
梅
和
尚
并
尾
州
守
対
馬
守
倩
湖
子
為
使
屋呈

云
﹂

　
　
　

榊
原
本　
　
﹁
十
九
日
同
行
愚
菴

堅
首
座
赴
長
安
︒
余
因
風
雷
欲
留
滞
︒

故
投
三
書
於
祗
梅
和
尚
并
尾
州
守
対
馬
守
倩
湖
子
為
使
星
云
﹂

　
　
　

早
大
本　
　
﹁
十
九
日
仝
行
愚
庵

堅
首
座
赴
長
安
︒
余
因
風
雷
欲
留
滞
︒

故
投
三
書
於
祗
梅
和
尚
并
尾
州
守
対
馬
守
倩
湖
子
為
使
星呈

云
﹂

　
　
　

蓬
左
本　
　
﹁
十
九
日
同
行
愚
菴

堅
首
座
赴
長
安
︒
余
因
風
雪
欲
留
滞
︒

故
投
三
書
於
祇
海
和
尚
并
尾
州
守
対
馬
守
倩
湖
子
為
使
呈
云
﹂

　

③
﹁
三
月
十
又
一
日
己
巳
︑
詣
能
生
山
～
﹂︵
巻
三
上
・
111
︶
第
一
句
と
第
三
句

　
　
　

東
大
本　
　
﹁
白
山
霊
廟
幾
径経

年
﹂﹁
早
晩
俶
装
歌欲

乎

解
纜
﹂

　
　
　

鶚
軒
本　
　
﹁
白
山
霊
廟
幾
経
年
﹂﹁
早
晩
俶
装
欲
解
纜
﹂

　
　
　

榊
原
本　
　
﹁
白
山
霊
廟
幾
経
年
﹂﹁
早
晩
俶
装
欲
解
纜
﹂

　
　
　

早
大
本　
　
﹁
白
山
霊
廟
幾
経
年
﹂﹁
早
晩
俶
装
欲
解
纜
﹂

　
　
　

蓬
左
本　
　
﹁
白
山
霊
廟
幾
経
年
﹂﹁
早
晩
俶
装
歌
解
纜
﹂

　

④
﹁
吹
和
甫
少
年
韻
︑
祝
登
科
云
﹂︵
巻
三
上
・
192
︶
詩
題

　
　
　

東
大
本　
　
﹁
吹次

乎
和
甫
少
年
韻
︑
祝
登
科
云
﹂

　
　
　

鶚
軒
本　
　
﹁
吹次

乎
和
甫
少
年
韻
︑
祝
登
科
云
﹂

　
　
　

榊
原
本　
　
﹁
吹次

乎
和
甫
少
年
韻
︑
祝
登
科
云
﹂

　
　
　

早
大
本　
　
﹁
次
和
甫
少
年
韻
︑
祝
登
科
云
﹂

　
　
　

蓬
左
本　
　
﹁
次
和
甫
少
年
韻
︑
祝
登
科
云
﹂

　

⑤
﹁
聖
徳
太
子
画
像
賛
﹂︵
巻
三
上
・
258
︶
第
一
句

　
　
　

東
大
本　
　
﹁
鑿
開
仏
法
最
初
夘恐

師
乎﹂

　
　
　

鶚
軒
本　
　
﹁
鑿
開
仏
法
最
初
夘恐

師
乎﹂

　
　
　

榊
原
本　
　
﹁
鑿
開
仏
法
最
初
夘恐

師
乎﹂

　
　
　

早
大
本　
　
﹁
鑿
開
仏
法
最
初
師
﹂

　
　
　

蓬
左
本　
　
﹁
鑿
開
仏
法
最
初
夘
﹂

　

⑥
﹁
画
軸
﹂
二
首
其
一
︵
巻
三
上
・

301
︶

　
　
　

東
大
本　
　
﹁
蕭
字
招
提
万
仞
西　

暮
橋
臥
処
浪
痕
迷　

看
松
二
老
吟
敲
膝

先
錬
詩
邪
先
錬
題
﹂

　
　
　

鶚
軒
本　
　
﹁

寺
乎 

宇

蕭
字
招
提
万
仞
西　

暮
橋
臥
処
浪
痕
迷　

看
松
二
老
吟
敲
膝

先
錬
詩
邪
先
錬
頭題

」

　
　
　

榊
原
本　
　
﹁
蕭
字
招
提
万
仞
西　

暮
橋
臥
処
浪
痕
迷　

看
松
二
老
吟
敲
膝

先
錬
詩
邪
先
錬
頭
﹂

　
　
　

早
大
本　
　
﹁
蕭
字
招
提
万
仞
西　

暮
橋
臥
処
浪
痕
迷　

看
松
二
老
吟
敲
枕膝

先
錬
詩
邪
先
錬
頭
﹂
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早稲田大学図書館蔵『梅花無尽蔵』について―国書刊行会原稿を中心に

　
　
　

蓬
左
本　
　
﹁
蕭
字
招
提
万
仞
西　

暮
橋
臥
処
浪
痕
迷　

看
松
二
老
吟
敲
膝

先
錬
詩
邪
先
錬
題
﹂

　

⑦
﹁
持
是
院
屏
風
十
二
首
﹂
其
一
︵
巻
三
下
・
32
︶

　
　
　

東
大
本　
　
﹁
細
路
分
又
野
彴
低　

唐
餘
纔
置
古
招
提　

旧
時
礼
楽
無
増
損

暮
照

﹇
粘
﹈
鯨
数
杵
遠
﹂
迷
乎

　
　
　

鶚
軒
本　
　
﹁
細
路
分
又叉

乎

野
彴
低　

唐
餘
纔
置
古
招
提　

旧
時
礼
楽
無
増
損

暮
照

﹇
粘
﹈
鯨
数
杵
遠
﹂
迷
乎

　
　
　

榊
原
本　
　
﹁
細
路
分
又
野
彴
低　

唐
餘
纔
置
古
招
提　

旧
時
礼
楽
無
増
損

暮
照

﹇
粘
﹈
鯨
数
杵
遠
﹂
迷
乎

　
　
　

早
大
本　
　
﹁
細
路
分
又
野
彴
低　

唐
餘
纔
置
古
招
提　

旧
時
礼
楽
無
増
損

暮
照
粘
鯨
数
杵
迷
﹂

　
　
　

蓬
左
本　
　
﹁
細
路
分
叉
野
彴
低　

唐
餘
纔
置
古
招
提　

旧
時
礼
楽
無
増
損

暮
照
粘
鯨
数
杵
遠迷

乎

﹂

　

①
か
ら
⑦
の
本
文
の
傍
に
書
き
付
け
て
あ
る
の
は
︑
校
訂
者
︵
鶚
軒
本
の
校
訂
者
が
矢
部

潤
で
あ
る
他
は
未
詳
︶
に
よ
る
校
語
︑
⑦
の
詩
に
見
え
る
﹁
□
﹂
は
一
字
分
の
脱
落
︑

﹁﹇
粘
﹈﹂
は
脱
落
箇
所
の
傍
に
﹁
粘
﹂
と
補
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
︒

　

早
大
本
と
鶚
軒
本
・
榊
原
本
は
︑
同
じ
く
東
大
本
系
統
と
目
さ
れ
る
が
︑
特
に
①
③
⑥
の

例
を
見
れ
ば
︑
同
じ
東
大
本
系
統
で
も
鶚
軒
本
・
榊
原
本
・
早
大
本
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を

構
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
④
の
詩
題
冒
頭
に
お
い
て
は
︑﹁
吹
﹂
字
を
早
大
本
と
蓬

左
本
で
は
﹁
次
﹂
字
に
作
る
が
︑
こ
れ
が
次
韻
詩
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
︑﹁
次
﹂
字
が

正
し
い
︒
⑤
の
例
に
見
え
る
早
大
本
の
﹁
師
﹂
字
は
︑
こ
れ
の
み
が
詩
句
の
意
味
を
成
立
さ

せ
る
︒
な
お
他
本
に
﹁
師
﹂
字
は
見
え
な
い
が
︑﹁
師
﹂
は
韻
字
︵
他
の
韻
字
は
﹁
儀
﹂
と

﹁
髭
﹂︶
で
あ
る
た
め
︑
校
訂
者
が
底
本
の
字
を
書
き
換
え
た
と
見
ら
れ
る
︒
⑦
の
例
に
見
え

る
結
句
の
﹁
迷
﹂
字
も
韻
字
で
あ
る
の
で
同
様
で
あ
る
︒
②
の
例
の
﹁
仝
﹂
字
と
⑥
の
例
の

﹁
枕
﹂
字
は
︑
早
大
本
固
有
の
異
同
で
あ
り
︑
ま
た
こ
こ
に
は
挙
例
し
て
い
な
い
が
︑﹁
代
京

子
﹂︵
巻
三
上
・

100
︶
の
詩
題
の
﹁
子
﹂
字
も
早
大
本
の
み
が
欠
い
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
異

同
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
早
大
本
の
親
本
が
榊
原
本
と
い
う
こ
と
は
な
い
︒
紙
幅
の
都
合

に
よ
り
︑
多
く
の
異
同
例
を
挙
げ
ら
れ
な
い
が
︑
以
上
か
ら
早
大
本
が
東
大
本
に
近
い
な
が

ら
も
︑
榊
原
本
・
鶚
軒
本
に
よ
り
近
く
︑
且
つ
東
大
本
と
は
や
や
異
な
る
系
統
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
︒

　

ち
な
み
に
鶚
軒
本
に
は
﹁
太
田
氏
図
書
﹂
の
印
記
が
あ
り
︑
玉
村
竹
二
氏
は
﹁
解
題
﹂
に
︑

こ
れ
を
水
戸
藩
太
田
氏
︵
遠
祖
は
太
田
道
灌
︶
の
も
の
と
推
測
し
て
い
る
︒
そ
う
で
あ
れ
ば

鶚
軒
本
と
﹁
静
勝
文
庫
﹂
の
蔵
書
印

9
を
持
つ
榊
原
本
は
︑
静
勝
公
太
田
道
灌
ゆ
か
り
の
太

田
氏
所
蔵
の
テ
キ
ス
ト
に
由
来
す
る
こ
と
に
な
る

10

︒
こ
の
両
本
は
体
裁
も
一
致
し
て
お
り

︵﹁
解
題
﹂
を
参
照
︶︑
両
本
の
錯
簡
箇
所
が
部
分
的
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
考
え

れ
ば
︑
実
に
傾
聴
す
べ
き
見
解
で
あ
る
︒

三
　
早
大
本
成
立
の
背
景

　
﹁
国
書
刊
行
会
原
稿
﹂
と
見
な
さ
れ
て
き
た
早
大
本
は
︑
第
一
節
の
書
誌
に
紹
介
し
た
よ

う
に
︑
第
三
冊
の
第
一
一
丁
表
に
︑﹁
中
止
ノ
命
ニ
接
し
完
了
セ
ス　

松
井
写　

弐
十
一
枚
﹂

の
墨
書
が
あ
る
︒
ま
た
巻
一
の
詩
と
巻
一
の
文
は
揃
わ
ず
︑
巻
七
に
至
っ
て
は
全
文
が
省
略

さ
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
筆
写
自
体
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
中
断
の
憂
き
目
を
見
た
の
で
あ

る
︒
本
節
で
は
︑
早
大
本
が
国
書
刊
行
会
の
原
稿
に
選
ば
れ
な
が
ら
︑
未
刊
に
終
わ
っ
た
の

は
何
故
か
︑
ま
た
そ
れ
は
い
つ
頃
の
こ
と
な
の
か
︑
そ
の
一
部
を
書
き
写
し
た
﹁
松
井
﹂
氏

と
は
誰
な
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
い
︒

　

早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
︑﹁
国
書
刊
行
会
叢
書
草
稿
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
一
群
の
資
料

が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
は
﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
﹄︵
既
出
︶
に
よ
れ
ば
︑
明
治

三
八
年
︵
一
九
一
一
︶
に
当
時
の
図
書
館
長
で
あ
っ
た
市
島
謙
吉
︵
号
は
春
城
︶
ら
が
中
心

と
な
っ
て
国
書
刊
行
会
を
設
立
し
︑﹃
国
書
刊
行
会
叢
書
﹄
第
一
期
を
刊
行
し
た
後
に
寄
贈

さ
れ
た
草
稿
本
や
校
正
本
で
あ
り
︑﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
﹄
に
は
︑
寄
贈
さ
れ
た
時
期

は
明
治
四
一
年
︵
一
九
一
八
︶
四
月
と
さ
れ
て
い
る

11

︒
そ
れ
で
は
早
大
本
は
そ
の
折
り
に

﹃
国
書
刊
行
会
叢
書
﹄
の
一
つ
と
し
て
収
蔵
さ
れ
た
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
︒
何
故

な
ら
︑
国
書
刊
行
会
が
刊
行
し
た
﹃
続
々
群
書
類
従
﹄
や
﹃
新
群
書
類
従
﹄
に
﹃
梅
花
無
尽

蔵
﹄
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
︑
ま
た
早
大
本
は
明
治
三
九
年
︵
一
九
一
一
︶
に
何
処
か
ら
か
別

に
購
入
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
︒
早
大
本
は
未
完
成
の
写
本
で
あ
り
︑
ま
た
そ
れ
ゆ
え

に
刊
行
も
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
︑﹁
国
書
刊
行
会
原
稿
﹂
と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は

何
故
か
︒
そ
の
事
情
は
︑
市
島
春
城
が
著
し
た
﹃
国
書
刊
行
会
出
版
目
録
・
日
本
古
刻
書

史
﹄
所
収
﹁
第
一
期
刊
行
顛
末
﹂︵
以
下
︑﹁
顛
末
﹂
と
略
記
︶
の
﹁
劈
頭
の
問
題
﹂
か
ら
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
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會
の
成
立
後
眞
先
き
に
大
隈
總
裁
邸
に
開
い
た
評
議
員
會
に
は
︑
席
上
種
々
の
説
が

起
つ
た
︒
第
一
に
問
題
と
な
つ
た
の
は
會
の
名
稱
で
あ
る
︒
原
案
は
國
書
保
存
會
と

あ
つ
た
︑
保
存
の
二
字
は
消
極
的
に
聞
え
て
妙
で
な
い
と
い
ふ
所
か
ら
︑
重
野
會
長

の
説
に
よ
り
現
在
の
名
稱
に
定
め
た
︒
次
ぎ
の
問
題
は
刊
行
圖
書
の
選
定
で
あ
る
︒

先
づ
塙
檢
校
の
續
群
書
類
從
を
刊
行
す
る
が
急
務
で
な
い
か
と
い
ふ
説
も
あ
つ
た
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︑

是
れ
は
兎
も
角
も
經
濟
雜
誌
社
に
於
て
出
版
着
手
中
だ
と
い
ふ
理
由
か
ら
敗
れ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︑

遂
に
塙
の
後
を
承
け
新
に
續
々
群
書
類
從
二
十
册
を
編
纂
す
る
事
と
な
つ
た
︒
併
し

時
代
の
古
い
硬
い
物
ば
か
り
で
は
︑
軟
派
の
會
員
に
滿
足
を
與
へ
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
説

も
有
力
で
︑
別
に
坪
内
氏
の
提
案
に
依
つ
て
︑
新
群
書
類
從
十
二
册
を
編
纂
し
て
文

藝
に
關
す
る
卑
近
の
書
物
を
取
入
れ
る
こ
と
に
し
た
︒

　
　
　
　
︵
以
下
略
︑
傍
点
筆
者
︶12

　

市
島
春
城
﹁
顛
末
﹂
の
﹁
発
起
の
由
来
﹂
に
よ
れ
ば
︑
彼
が
明
治
三
八
年
︵
一
九
一
一
︶

一
月
に
今
泉
定
介
の
提
案
を
承
け
て
国
書
刊
行
会
︵
旧
称
：
国
書
保
存
会
︶
を
立
ち
上
げ
︑

右
に
引
用
し
た
﹁
顛
末
﹂
の
﹁
劈
頭
の
問
題
﹂
に
見
え
る
よ
う
に
︑
初
期
の
評
議
員
会
に
て

取
り
上
げ
た
の
は
︑
い
か
な
る
書
物
を
出
版
す
る
か
︑
と
い
う
問
題
で
あ
る

13

︒
そ
し
て
出

版
物
の
候
補
と
し
て
挙
っ
た
の
が
︑
塙
保
己
一
の
﹃
続
群
書
類
従
﹄
だ
っ
た
︒
し
か
し
︑
既

に
経
済
雑
誌
社
が
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
出
版
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
︑
こ
の
提
案
は

却
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
経
済
雑
誌
社
が
﹃
続
群
書
類
従
﹄
の
刊
行
を
開
始
し
た
の
は
明
治

三
一
年
︵
一
九
一
二
︶
一
一
月
で
あ
る
︒
こ
の
評
議
員
会
の
席
上
に
は
既
に
経
済
雑
誌
社
が

刊
行
中
の
﹃
続
群
書
類
従
﹄
を
入
手
し
た
者
も
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒
あ
る
い
は
︑
国
書
刊

行
会
か
ら
﹃
続
群
書
類
従
﹄
を
出
版
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
人
物
は
︑
評
議
員
会
結
成
の
時

点
で
す
で
に
﹃
続
群
書
類
従
﹄
の
出
版
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
︒

　

と
こ
ろ
で
︑﹁
顛
末
﹂
の
﹁
首
脳
機
関
の
成
立
﹂
に
は
︑
市
村
瓚
次
郎
に
始
ま
り
關
根
正

直
に
至
る
ま
で
の
︑﹁
京
阪
に
渉
つ
て
︑
圖
書
趣
味
を
有
す
る
學
者
を
略〻
網
羅
し
た
積
り

で
あ
る
﹂︵﹁
顛
末
﹂
三
頁
︶
と
春
城
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
三
四
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
︑

刊
行
物
の
書
目
に
つ
い
て
は
︑
中
核
と
な
る
評
議
員
で
検
討
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
︒﹁
顛
末
﹂

の
﹁
劈
頭
の
問
題
﹂
に
見
え
る
評
議
員
会
に
つ
い
て
は
︑
春
城
の
日
記
で
あ
る
﹃
春
城
日

誌
﹄
の
明
治
三
八
年
七
月
一
二
日
の
記
録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
該
当
の
部
分
を

次
に
挙
げ
よ
う
︒

四
時
よ
り
国
書
刊
行
会
委
員
︵
井
上
頼
国﹇

圀
﹈︑
萩
野
由
之
︑
小
杉
榲
邨
︑
松
井
簡
次マ

マ

︑

幸
田
成
行
︑
坪
内
雄
蔵
︶
と
上
野
精
養
軒
ニ

会
し
︑
同
会
に
於
て
第
一
年
ニ

発
行
す
べ

き
書
目
を
決
定
し
︑
会
則
の
修
正
を
な
し
て
十
時
散
会
す

14

︒

　

右
の
﹃
春
城
日
誌
﹄
の
内
容
か
ら
︑
国
書
刊
行
会
設
立
が
企
画
さ
れ
た
一
个
月
後
︑
評
議

員
が
集
ま
り
︑
最
初
の
年
に
出
版
す
る
書
籍
の
選
定
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
︑
前
掲
の

﹁
顛
末
﹂
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
︑
七
月
一
二
日
の
時
点
で
既
に
﹃
続
群
書
類
従
﹄
の
刊
行
は

断
念
さ
れ
た
︒
そ
れ
は
同
時
に
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
が
翻
刻
の
対
象
か
ら
外
れ
た
こ
と
を
も
意

味
す
る
︒
つ
ま
り
早
大
本
第
三
冊
に
﹁
中
止
ノ
命
ニ
接
し
完
了
セ
ス
﹂
の
一
文
が
記
入
さ
れ

た
の
は
︑
こ
れ
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
︒
さ
て
︑
当
時
参
会
の
委
員
に
は
注
目
す

べ
き
人
物
が
い
る
︒
そ
れ
は
国
語
学
者
の
松
井
簡
治
で
あ
る
︒

　

松
井
簡
治
︵
一
八
一
三
～
一
九
四
一
︶︑
号
は
刀
水
︑
千
葉
県
銚
子
の
人
︒
日
本
最
初
の

近
代
的
大
型
国
語
辞
典
と
さ
れ
る
﹃
大
日
本
国
語
辞
典
﹄︵
上
田
万
年
と
共
著
︑
冨
山
房
・

金
港
堂
書
籍
︑
一
九
一
一
～
一
九
一
九
年
初
版
︶
の
編
纂
者
と
し
て
知
ら
れ
る
︒
帝
国
大
学

文
科
大
学
を
卒
業
後
︑
学
習
院
︑
東
京
高
等
師
範
学
校
︑
東
京
文
理
科
大
学
の
教
授
を
歴
任

し
た
が
︑
国
語
学
・
国
文
学
の
み
な
ら
ず
漢
文
学
も
教
授
し
て
お
り
︑
漢
詩
文
の
創
作
も

行
っ
て
い
る
︒
蒐
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
︑
そ
の
旧
蔵
書
の
う
ち
一
千
部
︑
一
万
一
千
一
百

冊
は
静
嘉
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る

15

︒

　

第
一
節
の
書
誌
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
早
大
本
の
第
二
冊
と
第
三
冊
に
は
︑﹁
松
井
写
﹂
と

の
署
名
が
見
ら
れ
る
︒
筆
者
は
︑
こ
の
﹁
松
井
﹂
氏
は
松
井
簡
治
で
は
な
い
か
と
考
え
︑
彼

の
毛
筆
に
よ
る
署
名
が
見
え
る
資
料
を
捜
索
し
た
と
こ
ろ
︑
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
次
の
三
点

を
目
睹
し
た
︒

　
　
︵
イ
︶﹁
松
井
簡
治　

写
真
と
自
筆
署
名
﹂

 

︵﹃
松
井
博
士
古
稀
祝
賀
記
念
誌
﹄︶16

　
　
︵
ロ
︶﹁
松
井
先
生
筆
蹟
﹂︵
其
一
︑
其
二
︶

 

︵﹃
松
井
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
﹄︶17

　
　
︵
ハ
︶﹁
松
井
簡
治
書
簡
：
国
書
刊
行
会
宛
﹂

 

︵
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
︑
請
求
記
号
：
チ 06

 04620

 0029

 0007

︶18

　

試
み
に
松
井
簡
治
の
手
蹟
と
︑﹁
松
井
﹂
氏
筆
写
の
早
大
本
巻
三
と
同
巻
一
の
写
字
を
い

く
つ
か
比
較
し
た
と
こ
ろ
︑
漢
字
の
く
ず
し
具
合
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
︑
似
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
字
も
散
見
す
る
が
︑
特
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
︒
こ
の
よ
う
に
︑
確
実
な
根
拠
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一
一

早稲田大学図書館蔵『梅花無尽蔵』について―国書刊行会原稿を中心に

は
乏
し
い
の
だ
が
︑
国
書
刊
行
会
と
早
大
本
の
関
係
か
ら
︑﹁
松
井
﹂
氏
は
松
井
簡
治
の
可

能
性
が
高
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
︒
現
在
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
︑
七
巻
本
の
﹃
梅

花
無
尽
蔵
﹄
は
甚
だ
貴
重
な
写
本
で
あ
り
︑
ど
こ
に
で
も
あ
る
も
の
で
は
な
い
︒
だ
が
︑
明

治
三
八
年
︵
一
九
一
一
︶︑
四
三
歳
で
あ
り
な
が
ら
学
習
院
教
授
の
肩
書
き
を
持
ち
︑
気
鋭

の
国
語
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
松
井
簡
治
で
あ
れ
ば
︑
何
処
か
ら
か
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
を
借

り
出
し
て
筆
写
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒

　

か
り
に
早
大
本
に
見
え
る
﹁
松
井
﹂
氏
が
松
井
簡
治
で
あ
っ
た
な
ら
ば
︑
早
大
本
が
筆
写

さ
れ
︑
後
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
購
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
は
次
の
よ
う
で
あ
る
だ
ろ

う
︒
松
井
簡
治
は
︑
国
書
刊
行
会
か
ら
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
を
出
版
す
る
つ
も
り
で
︑
何
処
か

ら
か
榊
原
本
・
鶚
軒
本
系
統
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
七
巻
︵
未
詳
︶
を
借
り
だ
し
て
自
ら
写
し
︑

関
係
者
に
も
筆
写
さ
せ
て
い
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
明
治
三
八
年
七
月
一
二
日
の
国
書
刊
行
会
評

議
員
会
の
決
定
を
承
け
て
︑
筆
写
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
︒
中
止
の
決
定
は
下
さ

れ
た
も
の
の
︑
散
文
を
一
篇
も
収
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
後
日
を
期
し
て
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄

巻
一
に
収
め
る
二
八
篇
を
筆
写
し
︑
原
本
は
所
有
者
に
返
却
し
た
︒
そ
の
後
︑
同
年
十
月
に

経
済
雑
誌
社
か
ら
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
︑
も
は
や
無
用
の
存
在
と

な
っ
た
か
に
見
え
る
︑
未
完
成
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
写
本
を
︑
翌
三
九
年
十
月
一
日
に
早
稲

田
大
学
図
書
館
に
売
却
し
た
︒
あ
る
い
は
売
却
を
慫
慂
し
た
の
は
︑
国
書
刊
行
会
理
事
で
あ

り
︑
且
つ
早
稲
田
大
学
図
書
館
長
︑
そ
し
て
稀
代
の
蒐
書
家
で
あ
っ
た
市
島
春
城
で
あ
っ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

19

︒

お
わ
り
に

　

早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
二
種
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄︑
早
大
本
と
黒
川
本
は
︑
玉

村
竹
二
氏
の
﹁
解
題
﹂
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
︑
研
究
史

に
お
い
て
そ
の
存
在
を
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
︒
し
か
し
調
べ
て
み
る
と
︑
こ
の
両
書
は
そ
れ

な
り
の
由
来
を
持
ち
︑
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
て
早
稲
田
大
学
の
所
有
と
な
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
︒
こ
と
に
早
大
本
に
つ
い
て
は
︑
太
田
道
灌
の
末
裔
の
蔵
書
に
由
来
す
る
と
見
ら
れ

る
榊
原
本
・
鶚
軒
本
と
い
う
善
本
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
依
り
な
が
ら
︑
経
済
雑
誌
社
の

﹃
続
群
書
類
従
﹄
刊
行
と
い
う
壮
挙
の
裏
に
沈
ん
だ
不
運
な
面
も
あ
っ
た
︒
か
り
に
早
大
本

が
巻
一
か
ら
巻
七
ま
で
完
全
に
筆
写
さ
れ
て
国
書
刊
行
会
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
︑

そ
の
後
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
研
究
の
発
展
に
そ
れ
な
り
に
寄
与
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
な
ら
な
い
︒

　

最
後
に
一
点
だ
け
︑
課
題
を
述
べ
て
お
き
た
い
︒
そ
れ
は
前
節
に
挙
げ
た
早
大
本
の
﹁
聖

徳
太
子
画
像
賛
﹂︵
巻
三
上
・

258
︑
挙
例
⑤
︶
と
﹁
持
是
院
屏
風
十
二
首
﹂
其
一
︵
巻
三
下
・

32
︑
挙
例
⑦
︶
に
は
︑
な
ぜ
他
本
に
は
な
い
正
確
な
韻
字
が
見
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
︒
案
ず
る
に
そ
れ
は
︑
巻
三
の
部
分
を
筆
写
し
た
﹁
松
井
﹂
氏
が
早
大
本
の
親
本
に
書
き

入
れ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
﹁
～
乎
﹂
と
す
る
傍
書
を
︑
間
違
い
の
な
い
も
の
と
し
て
そ
の

ま
ま
採
用
し
︑
国
書
刊
行
会
刊
行
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
の
原
稿
と
し
て
用
い
る
た
め
に
文
字

を
改
め
た
か
ら
で
は
な
い
か
︒﹁
吹
︵
次
︶
和
甫
少
年
韻
祝
登
科
云
﹂︵
巻
三
上
・
192
︑
挙
例

④
︶
の
詩
題
の
冒
頭
に
見
え
る
﹁
吹
﹂
字
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒
榊
原

本
・
鶚
軒
本
で
は
﹁
吹
﹂
字
が
用
い
ら
れ
︑﹁
次
乎
﹂
と
傍
書
さ
れ
て
あ
る
が
︑
漢
詩
の
唱

和
詩
に
次
韻
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
こ
と
を
﹁
松
井
﹂
氏
が
知
っ
て
い
れ
ば
︑
書
き
改
め
た

可
能
性
は
極
め
て
高
い
︒

　

漢
学
の
素
養
を
有
し
︑
活
字
本
の
原
稿
を
作
成
す
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
れ
ば
︑
次
韻
詩
の

題
に
誤
っ
て
記
さ
れ
た
﹁
吹
﹂
字
を
﹁
次
﹂
字
に
改
め
︑
漢
詩
の
誤
っ
た
韻
字
を
正
確
な
韻

字
に
書
き
換
え
る
こ
と
に
何
の
躊
躇
も
覚
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
︑
や
は
り
﹁
松
井
﹂
氏
は
︑
漢
文
学
に
も
通
じ
︑
そ
の
教
授
も
行
い
得
た
松
井

簡
治
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
博
雅
の
示
教
を
乞
う
︒

︻
附
記
︼
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
︑
早
稲
田
大
学
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
諸
機
関
に

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
︑
ま
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
の
山
田
美
季
氏
に
は
︑

﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
﹄︵
早
稲
田
大
学
図
書
館
︑
一
九
九
一
年
︶
に
記
載
さ
れ
て

い
る
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
諸
文
庫
と
そ
の
沿
革
︑
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
図

書
カ
ー
ド
等
に
つ
い
て
︑
懇
切
丁
寧
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
︒
併
せ
て
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
な
お
本
研
究
は
︑JSPS

科
研
費JP16K

02369

の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
︒

注１
坂
本
太
郎
﹃
古
典
と
歴
史
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
七
二
年
︶
所
収
﹁
和
学
講
談
所
に
お
け
る

編
集
出
版
事
業
﹂︑
石
井
英
雄
﹁﹃
続
群
書
類
従
﹄
の
完
結
﹂︵﹃
日
本
古
書
通
信
﹄
第
三
四
一
号
︑

日
本
古
書
通
信
社
︑
一
九
七
三
年
︶︑
太
田
善
麿
﹁
続
群
書
類
従
の
完
結
に
つ
い
て
﹂︵﹃
塙
保
己

一
論
纂
﹄
上
巻
︑
温
故
学
会
︑
一
九
八
一
年
︶
等
を
参
照
︒
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一
一

中　尾　健一郎

２
市
木
武
雄
﹃
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
﹄
第
一
巻
～
第
四
巻
︑
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
九
三
～

一
九
九
四
年

３
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館
﹁
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂︵
左
記
︶
を
参
照
︒

 
http://base1.nijl.ac.jp/~collectors_seal/0033530.jpg?log=true&

m
id=35040

&
d=1505639165955

４
黒
川
真
頼・真
道
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
︑永
田
清
一﹁
黒
川
文
庫
﹂︵﹃
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
﹄

第
二
三
集
︑
一
九
八
一
年
︶︑
柴
田
光
彦
﹁
黒
川
文
庫
の
変
遷
に
つ
い
て
﹂︵﹃
黒
川
文
庫
目
録　

索
引
編
﹄
日
本
書
誌
学
大
系
八
一
︵
二
︶︑
青
裳
堂
書
店
︑
二
一
一
一
年
︶
に
詳
し
い
︒

５
柴
田
光
彦
﹃
黒
川
文
庫
目
録　

本
文
編
﹄
日
本
書
誌
学
大
系
八
一
︵
一
︶︑
青
裳
堂
書
店
︑

二
一
一
一
年
︶
三
一
一
頁
を
参
照
︒
な
お
同
書
は
︑
か
つ
て
一
誠
堂
の
酒
井
宇
吉
氏
が
所
蔵
し
︑

後
に
実
践
女
子
大
学
が
購
入
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
目
録
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
︒

６
本
稿
で
取
り
上
げ
る
﹁
続
群
書
類
従
系
﹂
抄
録
本
は
︑
川
瀬
一
馬
﹃
日
本
書
誌
学
之
研
究
﹄︵
大

日
本
雄
弁
会
講
談
社
︑
一
九
四
三
年
︶
所
収
﹁
續
群
書
類
從
の
編
纂
﹂
に
説
く
と
こ
ろ
の
﹁
中

書
﹂
本
に
あ
た
る
︒
こ
れ
は
板
下
書
の
準
備
段
階
と
し
て
続
群
書
類
従
本
の
巻
次
に
従
っ
て
書

写
し
︑
且
つ
校
勘
し
た
も
の
で
あ
る
︵
同
書
一
七
八
一
頁
︶︒
な
お
︑
川
瀬
氏
が
﹁
續
群
書
類
從

の
編
纂
﹂
に
﹁
鉛
版
本
は
一
面
に
於
い
て
續
群
書
類
從
の
一
異
本
を
提
供
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
︑

塙
編
纂
の
原
本
と
は
自
ら
別
な
も
の
で
あ
る
と
言
ひ
得
る
﹂︵
一
七
八
一
頁
︶
と
述
べ
る
よ
う
に
︑

塙
忠
宝
の
編
に
よ
る
﹃
続
群
書
類
従
﹄
所
収
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄
と
︑
経
済
雑
誌
社
が
初
版
を
刊

行
し
︑
続
群
書
類
従
完
成
会
が
訂
正
版
を
刊
行
し
た
活
字
本
﹃
続
群
書
類
従
﹄
所
収
﹃
梅
花
無

尽
蔵
﹄
と
は
内
容
を
異
に
す
る
︒

７
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
︑東
京
大
学
史
料
編
纂
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
﹁
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂︵
左
記
︶
を
閲
覧
し
た
︒

　http://w
w

w
ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

８
榊
原
芳
野
旧
蔵
本
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
︑
国
立
国
会
図
書
館
﹁
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂

︵http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2605444

︶
を
閲
覧
し
た
︒

９
﹁
静
勝
﹂
と
は
太
田
道
灌
の
別
号
で
︑﹁
静
勝
文
庫
﹂
と
は
遠
州
掛
川
藩
藩
主
太
田
氏
の
蔵
書
印

で
あ
る
︒
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館
﹁
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂︵
左
記
︶
を
参
考
し
た
︒

http://base1.nijl.ac.jp/~collectors_seal/

　
な
お
︑
国
立
国
会
図
書
館
鶚
軒
文
庫
に
は
︑
一
冊
本
の
﹃
梅
花
無
尽
蔵
﹄︵
抄
録
本
︶
が
あ
る
︒

こ
れ
に
つ
い
て
玉
村
竹
二
氏
は
﹁
解
題
﹂
に
︑﹁
太
田
氏
図
書
﹂
と
﹁
静
勝
﹂
の
蔵
書
印
が
見
え

る
こ
と
を
指
摘
し
︑鶚
軒
本
と
並
ん
で
こ
の
抄
録
本
を
﹁
室
町
時
代
以
来
の
旧
家
太
田
氏
の
旧
蔵
﹂

と
推
測
し
て
い
る
︵﹁
解
題
﹂
一
一
七
一
頁
︶

10
水
戸
藩
太
田
氏
と
掛
川
藩
太
田
氏
の
祖
に
つ
い
て
は
︑
前
島
康
彦
﹃
太
田
氏
の
研
究
﹄︵
名
著

出
版
︑
一
九
七
一
年
︶﹁
太
田
道
灌
﹂
第
八
﹁
太
田
氏
の
門
葉
﹂
を
参
考
し
た
︒

11
早
稲
田
大
学
図
書
館　

図
書
館
史
編
集
委
員
会
編
﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
︱
資
料
と
写
真
で

見
る
一
一
一
年
︱
﹄︵
早
稲
田
大
学
図
書
館
︑
一
九
九
一
年
︶︑
二
一
頁
お
よ
び
二
四
四
頁
を
参
照
︒

1₂
市
島
謙
吉
編
集
兼
発
行
﹃
国
書
刊
行
会
出
版
目
録・日
本
古
刻
書
史
﹄︵
一
九
一
九
年
︶
所
収
︑﹁
第

一
期
刊
行
顛
末
﹂﹁
劈
頭
の
問
題
﹂︵
三
頁
︶
よ
り
引
用
︒

1₃
春
城
日
誌
研
究
会
編﹁
市
島
謙
吉︵
春
城
︶年
譜︵
稿
︶﹂︵﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
﹄第
一
七
号
︑

二
一
一
一
年
︶
に
よ
れ
ば
︑
市
島
春
城
が
今
泉
定
介
と
面
談
し
た
の
は
明
治
三
八
年
一
月
一
日
︑

最
初
の
国
書
保
存
会
の
評
議
員
会
を
開
催
し
た
の
は
七
月
八
日
︑
つ
い
で
国
書
刊
行
会
の
評
議

員
会
を
開
催
し
た
の
は
七
月
一
二
日
で
あ
る
︒

14
春
城
の
日
記
の
引
用
文
は
︑
春
城
日
誌
研
究
会
編
﹁
翻
刻
﹃
春
城
日
誌
﹄︵
一
︶
明
治
三
十
八
年

七
月
～
一
二
月
﹂︵﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
﹄
第
三
一
号
︑一
九
八
九
年
一
二
月
︑一
九
一
頁
︶

に
よ
る
︒

15
松
井
簡
治
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
︑﹁
松
井
簡
治
博
士
年
譜
﹂︵﹃
松
井
博
士
古
稀
祝
賀
記
念

誌
﹄︑
松
井
博
士
古
稀
祝
賀
会
︑
一
九
三
二
年
︶︑﹃
松
井
簡
治
資
料
集
﹄︵
松
井
簡
治
資
料
刊
行
会
︑

二
一
一
四
年
︶
な
ど
を
参
考
し
た
︒

16
前
掲
﹃
松
井
博
士
古
稀
祝
賀
記
念
誌
﹄
所
収
︒
題
は
﹃
松
井
簡
治
資
料
集
﹄
に
従
う
︒

17
﹃
松
井
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
﹄︑
松
井
博
士
古
稀
祝
賀
会
︑
一
九
三
二
年

18
同
書
簡
は
︑
早
稲
田
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑﹁
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂︵
左
記
︶

に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
︒

　http://archive.w
ul.w

aseda.ac.jp/kosho/chi06/chi06_04620/chi06_04620_0029/
chi06_04620_0029_0007/chi06_04620_0029_0007_p0001.jpg

19
市
島
春
城
﹃
随
筆
早
稲
田
﹄︵
翰
墨
同
好
会
︑一
九
三
一
年
︶
の
﹁
図
書
館
の
建
設
﹂﹁
図
書
の
蒐
集
﹂

﹁
思
起
す
館
長
時
代
﹂︵
一
一
～
一
四
頁
︶
に
︑
春
城
の
古
書
蒐
集
に
対
す
る
熱
意
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
︒
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
︒
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